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(57)【要約】
【課題】　火災時に消防用ホースとして使用できるだけ
でなく、災害時に飲料水を含む生活用水の給水用ホース
や送水用ホースとしても使用できる食品衛生法に適合す
る品質を持ち、それを長期間に亘って維持することがで
きる。
【解決手段】　たて糸とよこ糸とを筒状に織成したジャ
ケット１ａの内周面に合成樹脂製の内張り層１ｂを形成
して成るホース本体１と、ホース本体１の一端部に取り
付けられてシール用のパッキンを有する受け口結合金具
２と、ホース本体１の他端部に取り付けられた差し口結
合金具３とを備えた消防用ホースに於いて、ホース本体
１の内張り層１ｂには、食品衛生法に適合するポリウレ
タン樹脂又はＥＶＡ樹脂を使用し、受け口結合金具２及
び差し口結合金具３には、食品衛生法に適合するアルミ
ニウム合金又はステンレスを使用し、受け口結合金具２
内のパッキンには、食品衛生法に適合するシリコンゴム
製パッキン２ｆを使用する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　たて糸とよこ糸とを筒状に織成したジャケット（１ａ）の内周面に合成樹脂製の内張り
層（１ｂ）を形成して成るホース本体（１）と、ホース本体（１）の一端部に取り付けら
れてシール用のパッキンを有する受け口結合金具（２）と、ホース本体（１）の他端部に
取り付けられて受け口結合金具（２）に着脱自在に結合される差し口結合金具（３）とを
備えた消防用ホースに於いて、前記ホース本体（１）の内張り層（１ｂ）には、食品衛生
法に適合するポリウレタン樹脂又はＥＶＡ樹脂を使用し、又、受け口結合金具（２）及び
差し口結合金具（３）には、食品衛生法に適合するアルミニウム合金又はステンレスを使
用し、更に、受け口結合金具（２）内のパッキンには、食品衛生法に適合するシリコンゴ
ム製パッキン（２ｆ）を使用したことを特徴とする消防用ホース。
【請求項２】
　請求項１に記載の消防用ホースと、加熱乾燥殺菌処理された前記消防用ホースを窒素ガ
スを充填した状態で密封状に包装する食品衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多
層チューブフィルム（８）と、多層チューブフィルム（８）内に入れられて多層チューブ
フィルム内の残留酸素を除去する食品衛生法に適合する脱酸素剤（７）と、多層チューブ
フィルム（８）の外面に添付され、少なくともシール用のＮＢＲ製ゴムパッキン（２ｇ）
及び受け口結合金具（２）の保護タイヤ（２ｈ）を入れて密封した人体に無害な材質で形
成された収納袋（１０）とから成り、消火用の消防用ホースの他に飲料水を含む生活用水
の給水用ホースや送水用ホースにも使用可能としたことを特徴とする消防用ホース。
【請求項３】
　受け口結合金具（２）及び差し口結合金具（３）の両表面に食品衛生法に適合する透明
な合成樹脂フィルム（６）を巻き付けるようにしたことを特徴とする請求項２に記載の消
防用ホース。
【請求項４】
　たて糸とよこ糸とを筒状に織成したジャケット（１ａ）とジャケット（１ａ）の内周面
に形成される食品衛生法に適合するポリウレタン樹脂製又はＥＶＡ樹脂製の内張り層（１
ｂ）とから構成されるホース本体（１）を製造する際に、前記内張り層（１ｂ）をチュー
ブ状に成形する工程とこの内張り層（１ｂ）をジャケット（１ａ）の内周面に密着させる
工程に於いて夫々上水道水を使用し、形成されたホース本体（１）の両端部に食品衛生法
に適合するアルミニウム合金製又はステンレス製の洗浄済みの受け口結合金具（２）及び
差し口結合金具（３）を夫々取り付け、前記ホース本体（１）及び両結合金具（２），（
３）を加熱乾燥殺菌処理した後、受け口結合金具（２）内に食品衛生法に適合する洗浄済
みのシリコンゴム製パッキン（２ｆ）を挿着し、その後ホース本体（１）及び両結合金具
（２），（３）を食品衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルム
（８）内に同じく食品衛生法に適合する脱酸素剤（７）と共に入れ、多層チューブフィル
ム（８）内の空気を窒素ガスに置換しつつ、ホース本体（１）と両結合金具（２），（３
）と脱酸素剤（７）とを多層チューブフィルム（８）により密封状に包装し、最後に多層
チューブフィルム（８）の外面に少なくともシール用のＮＢＲ製ゴムパッキン（２ｇ）及
び受け口結合金具（２）の保護タイヤ（２ｈ）を入れて密封した人体に無害な材質で形成
された収納袋（１０）を添付し、消火用の消防用ホースの他に飲料水を含む生活用水の給
水用ホースや送水用ホースにも使用可能としたことを特徴とする消防用ホースの製造方法
。
【請求項５】
　受け口結合金具（２）及び差し口結合金具（３）の両表面に食品衛生法に適合する透明
な合成樹脂フィルム（６）を巻き付け、この状態で多層チューブフィルム（８）により密
封状に包装するようにしたことを特徴とする請求項４に記載の消防用ホースの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、火災発生時には、消火用の消防用ホースとして使用され、又、地震や台風等
の災害時には、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとして転用できる消
防用ホース及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、消火活動に用いられる消防用ホースは、たて糸とよこ糸とを筒状に織成したジ
ャケットの内周面に内張り層を形成して成るホース本体と、ホース本体の一端部に取り付
けた受け口結合金具と、ホース本体の他端部に取り付けられて受け口結合金具に着脱自在
に結合される差し口結合金具とから構成されており、ホース本体の内張り層には各種のゴ
ム材や合成樹脂材が使用され（例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３及び特許文
献４参照）、又、受け口結合金具内のシール用のパッキンにも各種のゴム製のパッキンが
使用されている。（例えば、特許文献５、特許文献６及び特許文献７参照）
【０００３】
　又、消防用ホースの製造時に於いては、ホース本体の加工時の工程（内張り層をチュー
ブ状に成形する工程や内張り層をジャケットの内周面に密着させる工程）で使用される水
には、一般的に工業用水が使用されている。
【０００４】
　そして、消防用ホースの保管状態は、ホース本体が偏平状に折り畳まれてロール状に巻
き取られた状態で外気と遮断されることなく保管、収納されている。
【０００５】
　ところで、消防用ホースは、その内張り層の材料に一般のゴム（例えば、ＮＲやＳＢＲ
等）を使用したり、受け口結合金具内のシール用のパッキンに一般のゴム（例えば、ＮＢ
Ｒ等）を使用したりすると、ゴムが飲料に不適当な成分を含んで食品衛生法に適合しない
場合があり、そのために地震や台風等の災害時等の緊急時には、消防用ホースを飲料水を
含む生活用水（野菜や果物、食器等の洗い水、風呂水、洗濯水等）の給水用ホースや送水
用ホースとして転用できないと云う問題があった。
【０００６】
　又、消防用ホースは、内張り層やパッキンの材料に食品衛生法に適合するものを使用し
ていても、ホースの加工時の工程で工業用水が使用されているうえ、外気に触れた状態で
保管、収納されているため、極めて不衛生であり、地震や台風等の災害時等の緊急時には
、消防用ホースを飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとして転用できな
いと云う問題があった。
【０００７】
　上述したように、保管、収納されている消防用ホースを災害時等に飲料水を含む生活用
水の給水用ホースや送水用ホースとして転用できれば、地震や台風等の災害時等の緊急時
に於いては非常に有効であるが、従来の消防用ホースは、給水用ホースや送水用ホースと
して使用するには、極めて不衛生であり、災害時等に給水用ホースや送水用ホースとして
転用できる新しい消防用ホースの開発が望まれている。
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－１９６８５４号公報
【特許文献２】特開２０００－０５５２４７号公報
【特許文献３】特開２００１－１４９４９６号公報
【特許文献４】特開２００３－３４３７６８号公報
【特許文献５】特開平０９－１９６２７１号公報
【特許文献６】特開平０９－１９６２６８号公報
【特許文献７】特開２００３－１８５０７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、このような問題点に鑑みて為されたものであり、その目的は、消火活動時に
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は、消防用ホースとしての機能及び性能を満たすと共に、地震や台風等の災害時には、食
品衛生法に適合して飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしても転用が
可能な極めて衛生的な消防用ホース及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の請求項１の発明は、たて糸とよこ糸とを筒状に織
成したジャケットの内周面に合成樹脂製の内張り層を形成して成るホース本体と、ホース
本体の一端部に取り付けられてシール用のパッキンを有する受け口結合金具と、ホース本
体の他端部に取り付けられて受け口結合金具に着脱自在に結合される差し口結合金具とを
備えた消防用ホースに於いて、前記ホース本体の内張り層には、食品衛生法に適合するポ
リウレタン樹脂又はＥＶＡ樹脂を使用し、又、受け口結合金具及び差し口結合金具には、
食品衛生法に適合するアルミニウム合金又はステンレスを使用し、更に、受け口結合金具
内のパッキンには、食品衛生法に適合するシリコンゴム製パッキンを使用したことに特徴
がある。
【００１１】
　本発明の請求項２の発明は、請求項１に記載の消防用ホースと、加熱乾燥殺菌処理され
た前記消防用ホースを窒素ガスを充填した状態で密封状に包装する食品衛生法に適合する
ガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルムと、多層チューブフィルム内に入れられ
て多層チューブフィルム内の残留酸素を除去する食品衛生法に適合する脱酸素剤と、多層
チューブフィルムの外面に添付され、少なくともシール用のＮＢＲ製ゴムパッキン及び受
け口結合金具の保護タイヤを入れて密封した人体に無害な材質で形成された収納袋とから
成り、消火用の消防用ホースの他に飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホース
にも使用可能としたことに特徴がある。
【００１２】
　本発明の請求項３の発明は、請求項３の発明に於いて、受け口結合金具及び差し口結合
金具の両表面に食品衛生法に適合する透明な合成樹脂フィルムを巻き付けるようにしたこ
とに特徴がある。
【００１３】
　本発明の請求項４の発明は、たて糸とよこ糸とを筒状に織成したジャケットとジャケッ
トの内周面に形成される食品衛生法に適合するポリウレタン樹脂製又はＥＶＡ樹脂製の内
張り層とから構成されるホース本体を製造する際に、前記内張り層をチューブ状に成形す
る工程とこの内張り層をジャケットの内周面に密着させる工程に於いて夫々上水道水を使
用し、形成されたホース本体の両端部に食品衛生法に適合するアルミニウム合金製又はス
テンレス製の洗浄済みの受け口結合金具及び差し口結合金具を夫々取り付け、前記ホース
本体及び両結合金具を加熱乾燥殺菌処理した後、受け口結合金具内に食品衛生法に適合す
る洗浄済みのシリコンゴム製パッキンを挿着し、その後ホース本体及び両結合金具を食品
衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルム内に同じく食品衛生法
に適合する脱酸素剤と共に入れ、多層チューブフィルム内の空気を窒素ガスに置換しつつ
、ホース本体と両結合金具と脱酸素剤とを多層チューブフィルムにより密封状に包装し、
最後に多層チューブフィルムの外面に少なくともシール用のＮＢＲ製ゴムパッキン及び受
け口結合金具の保護タイヤを入れて密封した人体に無害な材質で形成された収納袋を添付
するようにしたことに特徴がある。
【００１４】
　本発明の請求項５の発明は、請求項４の発明に於いて、受け口結合金具及び差し口結合
金具の両表面に食品衛生法に適合する透明な合成樹脂フィルムを巻き付け、この状態で多
層チューブフィルムにより密封状に包装するようにしたことに特徴がある。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の請求項１の消防用ホースは、ホース本体のジャケットの内張り層には、食品衛
生法に適合するポリウレタン樹脂又はＥＶＡ樹脂を使用し、ホース本体の両端部に連結さ
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れる受け口結合金具及び差し口結合金具には、食品衛生法に適合するアルミニウム合金又
はステンレスを使用し、受け口結合金具内のシール用のパッキンには、食品衛生法に適合
するシリコンゴム製パッキンを使用しているため、完成した消防用ホース自体は食品衛生
法に適合する品質を備えたものとなり、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホ
ースとしての転用が可能となる。
【００１６】
　本発明の請求項２の消防用ホースは、請求項１に記載の消防用ホースと、加熱乾燥殺菌
処理された前記消防用ホースを窒素ガスを充填した状態で密封状に包装する食品衛生法に
適合するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルムと、多層チューブフィルム内に
入れられた脱酸素剤と、多層チューブフィルムの外面に添付され、少なくともシール用の
ＮＢＲ製ゴムパッキン及び受け口結合金具の保護タイヤを入れて密封した人体に無害な材
質で形成された収納袋とから構成されているため、消防用ホースの製造後から保管、収納
されて使用時に開封されるまでの間、食品衛生法に適合する一定の品質を保った消防用ホ
ースとなり、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしての転用が可能な
状態を長期間に亘って保持し続けることができる。
　又、本発明の請求項２の消防用ホースは、透明な多層チューブフィルム内に密封状に包
装されているため、ホース本体及び両結合金具の表面上の異常を目視によって容易に確認
することができる。
【００１７】
　本発明の請求項３の消防用ホースは、受け口結合金具及び差し口結合金具の両表面に食
品衛生法に適合する透明な合成樹脂フィルムを巻き付けるようにしているため、消防用ホ
ースを透明な多層チューブフィルム内に密封状に包装した場合、両結合金具が多層チュー
ブフィルムに損傷を与えるのを防止することができ、多層チューブフィルム内の消防用ホ
ースの品質を一定に保つことができるうえ、多層チューブフィルム及び合成樹脂フィルム
が透明であるので、ホース本体及び両結合金具の表面上の異常を目視によって容易に確認
することができる。
【００１８】
　本発明の請求項４の消防用ホースの製造方法は、ホース本体を製造する工程に於いて使
用する水に上水道水を使用し、形成されたホース本体の両端部に食品衛生法に適合するア
ルミニウム合金製又はステンレス製の洗浄済みの受け口結合金具及び差し口結合金具を夫
々取り付け、前記ホース本体及び両結合金具を加熱乾燥殺菌処理した後、受け口結合金具
内に食品衛生法に適合する洗浄済みのシリコンゴム製パッキンを挿着し、その後ホース本
体及び両結合金具を食品衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィル
ム内に同じく食品衛生法に適合する脱酸素剤と共に入れ、多層チューブフィルム内の空気
を窒素ガスに置換しつつ、ホース本体と両結合金具と脱酸素剤とを多層チューブフィルム
により密封状に包装し、最後に多層チューブフィルムの外面に少なくともシール用のＮＢ
Ｒ製ゴムパッキン及び受け口結合金具の保護タイヤを入れて密封した人体に無害な材質で
形成された収納袋を添付するようにしているため、消防用ホースの製造後から保管、収納
されて使用時に開封されるまで間、食品衛生法に適合する一定の品質を保った消防用ホー
スとなり、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしての転用が可能な状
態を長期間に亘って保持し続けることができる。
【００１９】
　本発明の請求項５の消防用ホースの製造方法は、受け口結合金具及び差し口結合金具の
両表面に食品衛生法に適合する透明な合成樹脂フィルムを巻き付け、この状態で多層チュ
ーブフィルムにより密封状に包装するようにしているため、両結合金具が多層チューブフ
ィルムに損傷を与えるのを防止することができ、多層チューブフィルム内の消防用ホース
の品質を一定に保つことができる。
【００２０】
　このように、本発明の消防用ホース及び消防用ホースの製造方法は、消防用ホースとし
ての機能及び性能を満たすうえ、食品衛生法に適合する品質を確保することができる。そ
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の結果、本発明の消防用ホースは、火災発生時には、消火活動に使用され、又、地震や台
風等の災害時等には、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしても転用
が可能となり、多目的ホースとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は本発明の実施の形態に係る消防用ホースの密封包装状態を示し、当該消防用ホー
スは、偏平状に折り畳んで長さ方向の中間点付近から二重折してロール状に巻き取った状
態のホース本体１と、ホース本体１の一端部に取り付けられた受け口結合金具２と、ホー
ス本体１の他端部に取り付けられて受け口結合金具２に結合された差し口結合金具３と、
ホース本体１の両端部に受け口結合金具２及び差し口結合金具３を夫々取り付けるための
筒状の金属製リング４と、ロール状に巻き取った状態のホース本体１を結束するバンド５
と、結合された受け口結合金具２及び差し口結合金具３の両表面に巻き付けられた合成樹
脂フィルム６と、残留酸素を除去する脱酸素剤７と、上述したホース本体１、受け口結合
金具２、差し口結合金具３、金属製リング４、バンド５、合成樹脂フィルム６及び脱酸素
剤７の全てを密封状に包装するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルム８と、多
層チューブフィルム８の外面に添付され、受け口結合金具２内に挿着されるＮＢＲ製ゴム
パッキン２ｇ、受け口結合金具２に嵌合されるリング状の保護タイヤ２ｈ及び消防用ホー
スの取扱説明書（図示省略）を入れて密封した収納袋９とから構成されている。
【００２２】
　この消防用ホースに於いては、不使用時には、ホース本体１を偏平状に折り畳んで長さ
方向の中間点付近から二重折してロール状に巻き取って食品衛生法に適合するバンド５（
この例では、ポリウレタン製のバンド５）で結束すると共に、受け口結合金具２と差し口
結合金具３を結合して両結合金具２，３の表面に食品衛生法に適合する透明な合成樹脂フ
ィルム６（この例では、透明性、耐熱性、ガスバリヤー性に優れているポリ塩化ビニリデ
ンフィルム）を巻き付け、この状態で結束されたホース本体１と両結合金具２，３を食品
衛生法に適合する脱酸素剤７と共に食品衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多層
チューブフィルム８に入れ、多層チューブフィルム８内の空気を窒素ガスに置換した状態
で密封状に包装して保管、収納するようにしている。
　このとき、受け口結合金具２内に挿着されるシール用のパッキンは、食品衛生法に適合
するシリコンゴム製パッキン２ｆであり、又、消防用として使用される場合のＮＢＲ製ゴ
ムパッキン２ｇ及び保護タイヤ２ｈは、人体に無害な材質で形成された収納袋９（この例
では、透明なポリエチレン製の収納袋９）に消防用ホースの取扱説明書（図示省略）と一
緒に入れられて密封され、多層チューブフィルム８の外面に付属品として添付されている
。
【００２３】
　前記消防用ホースの要部を構成するホース本体１は、合成繊維製のたて糸と合成繊維製
のよこ糸とを筒状に織成して成るジャケット１ａと、ジャケット１ａの内周面に形成され
て食品衛生法に適合するポリウレタン樹脂から成る内張り層１ｂとから構成されている。
　又、ホース本体１のジャケット１ａの組織は、汚れが付き難く、例え汚れが付いても落
ち易いように、たて糸に細いポリエステルフィラメント糸を多数本使用した筒状の綾織構
造に構成されている。
　更に、ホース本体１の加工工程に於いては、内張り層１ｂをチューブ状に成形する工程
と、この内張り層１ｂをジャケット１ａの内周面に密着させる工程に於いて水が使用され
るが、本発明の実施の形態では、これらの工程で通常一般的に使用される工業用水は使用
せず、上水道の水道水のみを使用してホース本体１を加工している。そのため、出来上が
ったホース本体１は、衛生的なものである。
【００２４】
　そして、ホース本体１の両端部に取り付けられる受け口結合金具２及び差し口結合金具
３は、何れも食品衛生法に適合するアルミニウム合金又はステンレスにより形成されてお
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り、同じく食品衛生法に適合するアルミニウム合金により形成された金属製リング４の加
締めによりホース本体１の両端部に夫々取り付けられている。
【００２５】
　即ち、受け口結合金具２は、図２に示す如く、一端部がホース本体１の一端部に挿入さ
れるアルミニウム合金製の筒状の受け金具２ａと、受け金具２ａの他端部に螺着されたア
ルミニウム合金製の筒状の締め輪２ｂと、締め輪２ｂ内に嵌合されたアルミニウム合金製
の環状の爪座２ｃと、締め輪２ｂ内に等角度ごとに配設されたアルミニウム合金製の円弧
状の複数の爪２ｄと、各爪２ｄを内方へ附勢するステンレス製の板バネ２ｅと、受け金具
２ａ内に挿着されたシール用のパッキンとから成り、従来公知のものと同様構造に構成さ
れている。
　又、受け口結合金具２のシール用のパッキンは、消防用ホースを飲料水を含む生活用水
の給水用ホースや送水用ホースとして使用する場合、食品衛生法に適合するシリコンゴム
製パッキン２ｆを使用する。
　尚、シリコンゴム製パッキン２ｆは、塩素に対しての耐久性が低いことから、長期間に
亘って消防用ホースとして使用するには不向きである。それを補うために、消防用ホース
としてのみ使用される場合を想定して、塩素に対して耐久性が高いＮＢＲ製ゴムパッキン
２ｇをシール用のパッキンとして付属させる。
【００２６】
　一方、差し口結合金具３は、図２に示す如く、一端部がホース本体１の他端部に挿入さ
れると共に、他端部が受け口結合金具２内に着脱自在に挿入係止されるアルミニウム合金
製の筒状の差し金具３ａと、差し金具３ａの外周面に軸線方向へスライド自在に外嵌され
て差し金具３ａと受け口結合金具２の係止を外すアルミニウム合金製の押し輪３ｂと、差
し金具３ａの外周面に嵌合されて押し輪３ｂを抜け止めするステンレス製の止めリング３
ｃとから成り、従来公知のものと同様構造に構成されている。
【００２７】
　そして、受け口結合金具２及び差し口結合金具３は、その受け金具２ａ及び差し金具３
ａをホース本体１の両端部に夫々差し込み、ホース本体１の両端部外周面に嵌めた筒状の
金属製リング４を加締めることによってホース本体１の両端部に夫々取り付けられる。両
金属製リング４は、何れも食品衛生法に適合するアルミニウム合金により形成されている
。
【００２８】
　前記多層チューブフィルム８は、性質の異なる合成樹脂を別々の押出機で一つの金型へ
押し込み、金型内でチューブ状に積層したものである。この多層チューブフィルム８には
、食品の冷凍や煮沸に耐え得るもので、ガス遮断性があって透明性及び柔軟性に優れ、然
も環境に優しい材質を使用した、ナイロンとポリエチレンと変性ポリエチレンの３層構造
から成る汎用品が使用されている。
【００２９】
　上述した消防用ホースに於いては、ガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルム８
で包装される前に、ホース本体１等の水切りが行われる。又、ホース本体１の両端部には
、製造時に使用された油脂分等も含めた不純物の除去及び洗浄を行った受け口結合金具２
及び差し口結合金具３が同じく洗浄を行ったアルミニウム合金製の金属製リング４の加締
め加工によって取り付けられる。
　そして、ホース本体１及び両結合金具２，３は、ガス遮断性を有する透明な多層チュー
ブフィルム８により密封状に包装される直前に、ホースの性能に影響を及ぼさない摂氏７
２℃±５℃の温度範囲下で、３時間以上の時間を掛けて加熱乾燥殺菌処理される。
　その後、受け口結合金具２と差し口結合金具３を結合させ、両結合金具２，３の表面に
両結合金具２，３が多層チューブフィルム８に損傷を与えることがないように食品衛生法
に適合する透明な合成樹脂フィルム６（ポリ塩化ビニリデンフィルム）を巻き付ける。
　最後に、ホース本体１、受け口結合金具２及び差し口結合金具３を食品衛生法に適合す
る脱酸素剤７と共に食品衛生法に適合するガス遮断性を有する透明な多層チューブフィル
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ム８内に入れたうえで、多層チューブフィルム８内の空気を窒素ガスに置換しながら、多
層チューブフィルム８をヒートシールして密閉する。
【００３０】
　このように、上述した消防用ホースに於いては、通水時に水が接触するホース本体１の
内張り層１ｂ、受け口結合金具２、差し口結合金具３、受け口結合金具２内のシリコンゴ
ム製パッキン２ｆを全て食品衛生法に適合する材料を使用することで、消防用ホースとし
てだけでなく、飲料水を含めた生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしての使用が可
能になる。
　又、上述した消防用ホースは、その保管、収納時に衛生状態の低下を来たさないように
、加熱乾燥殺菌処理した後に食品衛生法に適合した脱酸化剤を添付したうえで、同じく食
品衛生法に適合したガス遮断性を有する透明な多層チューブフィルム８によって、内部の
空気を窒素ガスに置換した状態で密封状に包装されるため、使用時に包装が開封されるま
では、未使用の期間が長期間に及んでも初期の状態或いは初期の状態に近い衛生状態を維
持することができる。
【００３１】
　従って、密封状に包装された消防用ホースは、塩害の影響を受け易い海浜部に於ける保
管、収納に於いても、非常に効果的である。又、万一、保管上の事故等で受け口結合金具
２及び差し口結合金具３等が劣化や損傷を受けた場合や定期点検等に於いても、包装材と
して使用されるガス遮断性を有する多層チューブフィルム８及び合成樹脂フィルム６が透
明であることから、表面上の異常を目視によって容易に確認することができる。
【００３２】
　尚、一度包装を開封して使用した消防用ホースは、水切りをしても、ホース本体１内や
両結合金具２，３内に水が少量残るため、そのまま長期間放置すると、水が腐敗する危険
性が高く、飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホースとしては不適となるが、
消防用ホースとしては引き続き利用が可能である。
　又、この消防用ホースは、ホースとしての性能に優れていることから、散水用や工業用
等、耐圧力とコンパクトな収納が要求される用途への転用も可能である。
　更に、この消防用ホースは、使用後に飲料水を含む生活用水の給水用ホースや送水用ホ
ースとして再利用が望まれる場合、汚れの程度が特別にひどくなければ、製造者の元ヘ回
収され、製造者が洗浄及び品質検査を行って加熱乾燥殺菌処理した後、初回と同様の包装
を行うことで再利用も可能である。特に、ホース本体１のジャケット１ａは、たて糸に細
いポリエステルフィラメント糸を多数本使用して筒状の綾織構造に構成しているため、汚
れが付き難く、例え汚れが付いても落ち易くなっており、洗浄を簡単且つ容易に行える。
【実施例１】
【００３３】
　消防用ホースの内張り層１ｂとして、食品衛生法の適合証明を受けた熱可塑性ポリウレ
タン樹脂を使用し、この熱可塑性ポリウレタン樹脂から冷却水に上水道水を使った押出成
形により内張り層１ｂと成る内張り用チューブを成形する。
　次に、たて糸に多数本の細いポリエステルフィラメント糸を使い、又、よこ糸にポリエ
ステルフィラメント糸を使って綾組織で織られた筒状のジャケット１ａの内周面に上水道
水を使用した蒸気加熱加工により前記内張り用チューブを貼り付けてホース本体１を製作
する。このホース本体１は、ホース検査を行い、消防検定を受検して合格させる。
　一方、消防検定に合格し、食品衛生法の適合証明を受けたアルミニウム合金製の受け口
結合金具２から保護タイヤ２ｈとＮＢＲ製ゴムパッキン２ｇを取り外した後、この受け口
結合金具２を同じく消防検定に合格し、食品衛生法の適合証明を受けたアルミニウム合金
製の差し口結合金具３と一緒に洗浄して水を切る。又、食品衛生法の適合証明を受けたシ
リコンゴム製パッキン２ｆを洗浄して水を切る。
　前記ホース本体１は、偏平状に折り畳んで長さ方向の中間点付近から二重折してロール
状に巻き取り、食品衛生法に適合するポリウレタン製のバンド５で結束固定した後、ホー
ス本体１の両端部に洗浄して水を切った受け口結合金具２及び差し口結合金具３を食品衛
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取り付ける。
　その後、受け口結合金具２と差し口結合金具３を結合させ、両結合金具２，３の表面に
食品衛生法に適合する透明なポリ塩化ビニリデンフィルムから成る合成樹脂フィルム６を
巻き付ける。
　そして、消防用ホースの包装直前にホース本体１及び両結合金具２，３を７２℃±５℃
の温度下で加熱乾燥殺菌処理を行い、受け口結合金具２内に洗浄済みのシリコンゴム製パ
ッキン２ｆを取り付ける共に、ホース本体１に食品衛生法の適合証明を受けた脱酸素剤７
（商品名：エージレス（登録商標））を添付し、食品衛生法の適合証明を受けたガス遮断
性を有する透明な多層チューブフィルム８（商品名：トリプルナイロン）を使用してホー
ス本体１、両結合金具２，３、バンド５、合成樹脂フィルム６及び脱酸素剤７を密封状に
包装する。このとき、多層チューブフィルム８内の空気を負圧になるまで引き抜き、替わ
りに多層チューブフィルム８内に窒素ガスを充填して多層チューブフィルム８をヒートシ
ールして密封状に包装する。
　最後に、保護タイヤ２ｈとＮＢＲ製ゴムパッキン２ｇと取扱説明書（図示省略）を入れ
て密封した人体に無害なポリエチレン製の収納袋９を多層チューブフィルム８の外表面に
添付する。
【００３４】
　このように、密封状に包装された消防用ホースは、消防用ホースとしての機能及び性能
を満たすことは勿論のこと、消防用ホースの製造後から保管、収納されて使用時に開封さ
れるまでの間、一定の品質を保った消防用ホースとなり、飲料水を含む生活用水の給水用
ホースや送水用ホースとしての転用が可能な状態を長期間に亘って保持し続けることがで
きる。
【００３５】
　尚、上記の実施の形態に於いては、ホース本体１の内張り層１ｂに食品衛生法に適合す
るポリウレタン樹脂を使用するようにしたが、他の実施の形態に於いては、ホース本体１
の内張り層１ｂに食品衛生法に適合するＥＶＡ樹脂を使用するようにしても良い。
　又、上記の実施の形態に於いては、受け口結合金具２及び差し口結合金具３に食品衛生
法に適合するアルミニウム合金を使用するようにしたが、他の実施の形態に於いては、受
け口結合金具２及び差し口結合金具３に食品衛生法に適合するステンレスを使用するよう
にしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の形態に係る消防用ホースの密封包装状態を示す概略斜視図である
。
【図２】消防用ホースのホース本体と両結合金具の構造を示す一部破断正面図である。
【００３７】
　１はホース本体、１ａはジャケット、１ｂは内張り層、２は受け口結合金具、２ｆはシ
リコンゴム製パッキン、２ｇはＮＢＲ製ゴムパッキン、２ｈは保護タイヤ、３は差し口結
合金具、６は合成樹脂フィルム、７は脱酸素剤、８は多層チューブフィルム、９は収納袋
。



(10) JP 2010-42177 A 2010.2.25

【図１】

【図２】
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